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会

　長

　篠

　原

　正

　弘

会

　長

　篠

　原

　正

　弘

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

会
員
と
共
に
歩
む

会
員
と
共
に
歩
む

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございますあけましておめでとうございます 2022年 元旦2022年 元旦

　新
年
の
幕
開

け
に
あ
た
り
会

員
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま

す
。

　さ
て
今
年
は
三
十
六
年
に
一
回
訪
れ

る「
五
黄
の
寅
」の
年
で
す
。
帝
王
の
星

と
も
呼
ば
れ
強
い
正
義
感
と
信
念
を
持

ち
困
難
を
克
服
す
る
最
強
の
年
で
す
。

　今
年
は
協
会
運
営
継
続
の
た
め
、
会

報
９
月
号
で
案
内
し
た
と
お
り
納
付
金

の
廃
止
を
図
り
全
年
連
と
県
年
連
を
脱

退
し
、
県
北
年
金
協
会
独
自
路
線
の
ス

タ
ー
ト
の
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
実
施

し
て
お
り
ま
す
行
事
、
会
報
発
行
及
び

会
員
優
待
施
設
と
の
提
携
、
会
員
手
帳
、

配
布
な
ど
は
従
来
通
り
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　全
県
連
を
脱
退
す
る
に
あ
た
り
全
年

連
だ
よ
り
の
配
布
、
全
年
連
会
員
特
典

の
協
定
施
設
利
用
、
団
体
保
険
の
割
引
、

全
国
儀
式
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
が
出

来
な
く
な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
全
年
連
の
特
典
を
利
用
し
た

い
方
は
、
水
戸
地
区
年
金
協
会（
年
会
費

二
千
円
）へ
の
移
籍
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
各
種
保
険（
が
ん
保
険
、

ま
ご
こ
ろ
、
あ
ん
ど
、
こ
う
ね
ん
総
合

保
険
）に
加
入
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様

に
は
す
で
に
個
別
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
通

知
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　当
協
会
運
営
に
つ
い
て
は
役
員
会
に

て
、
き
め
細
か
な
検
討
を
進
め
会
員
の

皆
様
に
極
力
不
便
を
か
け
な
い
様
進
め

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
会
員
減
が
予
想

さ
れ
又
財
政
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新

た
な
健
全
化
を
図
る
年
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
支
部
活
動
の
推
進
強
化
、
専
門

委
員
会
活
動
の
固
定
観
念
を
変
え
な
が

ら
、
更
に
充
実
さ
せ
、
会
員
と
の
交
流

を
深
め
る
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

　終
り
に
コ
ロ
ナ
禍
は
未
だ
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
会
員
皆
様

と
共
に
難
し
い
局
面
を
乗
り
越
え
、
会

員
皆
様
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
魅
力
あ

る
協
会
つ
く
り
に
、
本
年
も
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。
引
き
続
き
協
会
運
営
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
皆
々
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
し
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

かみね動物園の寅　　　　　　撮影：日立市大沼町　瀬ヶ沼きよみ 氏
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日
立
中
支
部

日
立
北
支
部

日
立
西
支
部

高
萩
・
十
王
支
部

北
茨
城
支
部

支部委員です。今年もよろしくお願いします。

日
立
南
支
部

加
藤
と
み
子

　大
津

鈴
木

　親
男

　平
潟
、大
津
、北

井
坂
せ
つ
子

　大
津
、北

安
齋

　好
枝

　富
士
ヶ
丘

渡
邊

　勝
男

　仁
井
田
、

　
　
　
　
　
　里
根
川

荒
川

　一
雄

　下
相
田
、

　
　
　
　
　
　中
妻
、車

菊
地

　健
一

　小
豆
畑

酒
井

　英
郎

　〃

目
幡

　
　輝

　磯
原

向
井

　
　清

　〃

小
川
原
吉
夫

　上
相
田

大
野

　治
男

　大
塚

髙
橋

　
　勇

　〃

篠
原

　壽
一

　足
洗
、粟
野

柳
生

　勝
利

　松
井

反
田

　武
雄

　石
岡
、
日
棚
、

下
桜
井
、

　
　
　
　
　
　汐
見
ケ
丘

阿
部

　光
汪

　小
野
矢
指

根
本

　五
郎

　下
手
綱

佐
藤

　年
繁

　〃

大
泉

　
　実

　上
手
綱

　
　

　
　
　
　
　
　秋
山

小
堀

　文
夫

　上
手
綱

平

　
　信
子

　本
、春
日
、大
和

浅
野

　徹
也

　高
浜

花
田
萬
里
子

　石
滝

　

昆
野

　敏
司

　島
名

但
馬

　靖
夫

　〃

成
田

　洋
一

　〃

山
口

　雄
右

　〃

田
村

　英
雄

　高
萩
、
東
本
、

肥
前

中
村

　政
仁

　秋
山

吉
田

　栄
喜

　友
部

泉

　
　福
夫

　〃

水
越

　偉
夫

　〃

丸
岡

　
　勝

　〃

橋
本
ま
さ
子

　友
部
東
、
城
の

丘
、
友
部
、
伊

師
本
郷
、伊
師

河
井

　満
男

　伊
師
本
郷

音
羽

　早
苗

　〃

仲
田

　広
保

　伊
師

永
井

　英
夫

　〃

伊
師

　一
夫

　山
部

大
森

　好
文

　高
原

大
場

　勝
雄

　川
尻

小
林

　武
光

　〃

小
林

　好
男

　〃

村
山

　
　智

　〃

白
井

　久
也

　〃

宮
原

　兼
男

　〃

鳴
海

　雄
一

　〃

菊
地

　
　昇

　小
木
津

畑
中

　
　仁

　〃

佐
川

　公
子

　小
木
津

蛭
田

　義
勝

　〃

豊
田
日
出
夫

　〃

関
根

　邦
男

　日
高

益
子

　勝
明

　相
田

石
原

　
　滿

　田
尻

馬
上

　行
雄

　〃

佐
々
木
昭
義

　〃

古
田
土
宗
則

　〃

矢
吹

　盛
一

　田
尻
、か
み
あ
い

保
科

　和
弘

　滑
川

小
野
崎
照
夫

　東
滑
川

遠
藤

　昭
男

　〃

野
地

　
　榮

　滑
川
本

永
瀬

　昭
男

　〃

菊
池

　
　弘

　東

菊
地

　安
雄

　〃

飯
塚

　庄
一

　宮
田

滑
川

　文
男

　宮
田
、白
銀

千
葉

　
　要

　高
鈴

大
竹

　勝
幸

　白
銀

渡
辺

　
　勇

　入
四
間

鈴
木
三
吾
郎

　下
深
荻

倉
持
勇
四
郎

　平
和
、若
葉
、幸

滝

　
　勝
行

　弁
天

松
本

　貞
夫

　鹿
島

藤
田

　武
彦

　助
川

豊
田

　和
明

　助
川

谷
田
川
榮
二

　助
川
、
城
南
、

会
瀬

川
村

　弘
光

　城
南

河
井

　隆
徳

　常
陸
太
田

関

　猪
一
郎

　東
成
沢

小
室

　
　茂

　〃

笠
倉

　幸
夫

　〃

水
庭

　清
治

　中
成
沢

黒
澤

　治
子

　〃

長
山

　昭
司

　〃

犬
養

　了
榮

　西
成
沢

石
井

　繁
六

　〃

安

　
　正
善

　〃

渡
邉

　武
雄

　〃

櫛
田

　
　英

　鮎
川

小
圷

　政
夫

　〃

千
葉

　隆
広

　諏
訪

京
谷

　友
明

　〃

持
永

　治
男

　〃

友
部
富
美
江

　河
原
子

榊
原

　愛
正

　中
成
沢
、鮎
川
、

　
　
　
　
　
　千
石

沢
田

　勝
利

　多
賀

木
村

　勝
徳

　末
広

吉
田

　利
治

　中
丸

正
木

　宏
典

　〃

小
板
橋
弘
彦

　東
金
沢

小
室

　正
男

　〃

田
所

　賢
二

　〃

佐
藤

　優
子

　台
原
、金
沢

原

　
　照
雄

　塙
山

菖
蒲

　久
雄

　〃

渡
邉

　辰
雄

　東
大
沼

小
島

　邦
夫

　〃

佐
藤

　一
男

　東
大
沼
、大
沼

高
田
千
代
子

　み
か
の
原

鈴
木

　京
子

　水
木

菊
池

　正
三

　森
山

岡
見
ゑ
み
子

　大
み
か

川
村

　
　豊

　大
み
か
、水
木

岩
瀬

　泰
江

　久
慈

鈴
木

　靜
子

　〃

石
黒

　民
治

　〃

栗
原

　正
吾

　〃

山
形

　勝
彦

　〃

横
山

　和
子

　久
慈
、石
名
坂
、

南
高
野

瀬
尾

　
　進

　石
名
坂

高
平

　利
男

　〃

吉
家

　久
子

　下
土
木
内
、

　
　
　
　
　
　神
田

大
内

　剛
敏

　留

古
市

　賢
一

　大
和
田
、茂
宮



謹
賀
新
年

謹
賀
新
年
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支
部
委
員
退
任

支
部
委
員
新
任

〈
役
員
異
動
〉

顧

問

会

長

副

会

長

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

理

　
事

　

 

　　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

日
立
市 

会
瀬

北
茨
城
市 

磯
原

高
萩
市 

安
良
川

日
立
市 

日
高

　〃

　

 

白
銀

　〃

　

 

末
広

　〃

　
 

石
名
坂

　〃

　
 

大
沼

北
茨
城
市 

大
津

　〃

　

 

関
本

　〃

　

 

中
郷

　〃

　

 

〃

　〃

　

 

華
川

　〃

　

 

磯
原

高
萩
市 

石
滝

　〃

　

 

有
明

　〃

　

 

高
戸

日
立
市 

十
王

　〃

　

 

〃

　〃

　

 

〃

　

　〃

　

 

〃

　〃

　

 

〃

　〃

　

 

相
田

　〃

　

 

〃

　〃

　

 

小
木
津

　〃

　

 

〃

　〃

　

 

田
尻

　〃

　

 

砂
沢

　〃

　

 

滑
川

　〃

　

 

白
銀

　〃

　

 

相
賀

　〃

　

 

会
瀬

内
藤

　凱
夫

篠
原

　正
弘

山
賀
欣
次
郎

小
野

　正
志

熊
坂

　恭
行

岡
部

　
　健

齋
藤

　實
則

瀬
ヶ
沼
き
よ
み

加
藤

　多
聞

酒
井

　澄
江

三
田
村
幸
雄

岡
部
香
代
子

神
永

　克
雄

春
日

　正
子

花
田

　
　進

菊
池

　
　透

永
嶺

　充
彦

小
野
寺
孝
市

石
井

　
　浩

白
土

　修
身

濱
島

　康
代

井
浦

　信
子

関

　
　克
己

鈴
木

　勝
義

小
泉
か
つ
子

菅
野
カ
ツ
ミ

谷
田
部
敏
男

緑
川
七
ェ
門

遠
藤

　
　守

荻
野

　常
美

穂
積
美
夜
子

藤
田

　昌
弘

　

 

　

　

 
 

　

　

 
 

　

　

 
 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

監

事

常
務
理
事

事
務
担
当

　
 

　
水
庭

　秀
一

久
保
木
勝
浩

山
崎

　正
子

井
上

　亮
二

白
土

　啓
子

渋
谷

　幹
雄

保
志
由
美
子

白
石

　正
美

関
口

　
　忠

杉
山

　洋
子

横
山

　宣
行

石
川

　隆
宏

田
口

　勝
久

佐
藤

　茂
次

瀬
谷

　恭
子

酒
井

　克
枝

日
立
市 

本
宮

　〃

　

 

高
鈴

　〃

　

 

旭

　

　〃

　

 

東
成
沢

　〃

　

 

河
原
子

　〃

　

 

西
成
沢

　〃

　

 

中
成
沢

　〃

　

 

久
慈

　〃

　

 

塙
山

　〃

　

 

台
原

　〃

　

 

南
高
野

　〃

　

 

西
成
沢

高
萩
市 

高
萩

日
立
市 

金
沢

　〃

　

 

中
成
沢

　〃

　

 

折
笠

　ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

北
茨
城

　
　
　中

　郷

　北
神
洋
二
郎

高
萩
・
十
王

　高

　浜

　平
岡

　
　茂

日
立
北

　
　
　滑

　川

　角
田

　節
夫

日
立
西

　
　
　高

　鈴

　佐
藤

　政
敏

日
立
中

　
　
　鮎

　川

　綱
川

　英
雄

日
立
中

　
　
　成

　沢

　相
馬

　
　節

日
立
南

　
　
　東
大
沼

　久
保
木
美
津
江

　宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
立
南

　
　
　東
大
沼

　海
野

　
　清

　例
年
、
８
月
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
各
6

支
部
の
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
為
、
中
止
と
し
ま
し
た
。

そ
の
為
、
例
年
の
会
議
資
料
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
支
部
委
員
に
９
月
号
会
報
等
と
と
も

に
送
付
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
支
部
委
員

会
を
廃
止
し
て
、
今
回
の
よ
う
に
資
料
は
会

報
9
月
号
発
行
時
に
配
布
す
る
よ
う
に
致
し

ま
す
。

■
瑞
宝
単
光
章

　桜
井
キ
ミ
子
さ
ん

　日
立
市
西
成
沢
町

　元
日
立
総
合
病
院
看
護
局
看
護
婦
長
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

■
全
国
年
金
受
給
者
団
体
連
合
会

　会
長
表
彰

　井
上

　亮
二
さ
ん

　日
立
市
東
成
沢
町

　福
祉
講
演
の
講
師
、
芸
能
祭
の
実
行
委
員

長
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
協
会
発
展
に
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。

受
章
お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

支
部
委
員
会
の
お
知
ら
せ

支
部
委
員
会
の
お
知
ら
せ

　令和4年1月17日より、払込手数料が以下のように値上がりますので

お知らせ致します。詳しくは、窓口で聞いてください。

　1）窓口現金：203円 ⇒ 313円　　　 　3）ATM現金：152円 ⇒ 262円

　2）窓口通帳・カード：203円 ⇒ 同じ 　4）ATM通帳・カード：152円 ⇒ 同じ

ゆうちょ銀行・郵便局の払込手数料

値上げのお知らせ

ゆうちょ銀行・郵便局の払込手数料

値上げのお知らせ
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寅
年
生
ま
れ
の
抱
負

　日
々
忙
し

く
過
ご
し
て

い
る
内
に
、

年
月
の
流
れ

は
早
く
、
あ

っ
と
い
う
間

に
、
年
女
を

迎
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　私
は
子
供
の
頃
か
ら
好
奇
心
旺
盛
で
、

興
味
を
持
っ
た
事
に
は
何
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
来
ま
し
た
。
中
で
も
40
年
以

上
続
け
て
い
る
趣
味
は
、
主
人
の
理
解

も
あ
り
、
茶
道
、
登
山
、
海
外
旅
行
等
々

で
す
。
共
に
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
一
期

一
会
、
四
季
の
移
ろ
い
の
面
白
さ
わ
く

わ
く
感
は
最
高
で
す
。
老
い
の
予
防
に
は
、

好
奇
心
、
行
動
力
が
若
さ
の
秘
訣
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　今
後
は
家
族
、
趣
味
仲
間
に
感
謝
し

つ
つ
好
奇
心
を
忘
れ
ず
に
、
健
康
に
留

意
し
て
元
気
で
楽
し
く
穏
や
か
な
人
生

を
送
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　平
々
凡
々
と
生
き
て
い
る
う
ち
に
、

い
つ
し
か
８
回
目
の
寅
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
80
余
年
の
間
丈
夫
な
体

を
授
け
て
く
れ
た
両
親
と
、
明
る
い
家

庭
を
築
い
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
す
る

の
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
百
年
時

代
に
向
け
て
は
健
康
で
、
生
き
甲
斐
の

あ
る
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。　そ

こ
で
健
康
と
脳
の
活
性
化
の
た
め

に
、
町
の
福
祉
施
設
で
運
動
、
入
浴
、

将
棋
を
日
課
と
し
、
ま
た
肺
機
能
強
化

と
ス
ト
レ
ス
解
消
を
目
的
の
カ
ラ
オ
ケ

は
、
十
王
の
歌
姫
（
？
）
の
愛
妻
と
、
コ

ロ
ナ
禍
を
逆

手
に
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル

の
格
安
カ
ラ

オ
ケ
旅
行
を

楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　特
筆
す
べ

き
は
、 

Ｊ
Ｒ

の
青
春
18
き
っ
ぷ
を
利
用
し
た
超
激
安

の
鈍
行
列
車
の
旅
で
す
。
今
年
は
京
都

か
ら
広
島
ま
で
新
し
い
出
会
い
を
求
め

て
出
か
け
る
予
定
で
す
。
夢
が
広
が
る

寅
年
万
歳
！
次
の
寅
年
ま
で
元
気
に
頑

張
り
ま
す
。

　７
回
目
の

干
支
を
迎
え

て
２
月
で
満

72
歳
に
な
り
、

健
康
で
あ
る

こ
と
に
感
謝

し
た
い
。
体
力
低
下
か
ら
始
め
た
ゴ
ル

フ
も
11
年
目
に
な
る
が
、
思
い
通
り
に

上
達
で
き
ず
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　へ
ぼ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
か
ら
少
し
で
も
脱

却
す
る
た
め
目
標
（
夢
）
を
大
き
く
エ
ー

ジ
シ
ュ
ー
ト
達
成
を
強
く
願
う
。
目
標

に
少
し
で
も
近
づ
け
る
た
め
に
も
、
体

力
維
持
に
一
万
歩
以
上
／
日
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
＆
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
行
う
。
フ
ィ
ジ

カ
ル
強
化
に
２
回
２
ｈ
／
週
、
池
の
川

さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
で
筋
ト
レ
実
施
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
２
回
／
週
の
練
習
場
で

の
打
込
み
、
１
回
／
週
の
ラ
ウ
ン
ド
を

楽
し
み
な
が
ら
夢
を
目
指
し
ま
す
。

　日
々
、
為
せ
ば
成
る
為
さ
ね
ば
成
ら

ぬ
…
の
精
神
で
次
の
干
支
ま
で
ゴ
ル
フ

ラ
イ
フ
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　８
回
目
の

厄
年
が
巡
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
の
抱
負

は
万
人
共
通

で
し
ょ
う
が

「
コ
ロ
ナ
に
か
か
わ
ら
な
い
生
活
」
に
早

く
戻
る
こ
と
。
個
人
的
に
は
未
だ
実
行

し
て
い
な
い
「
終
活
」
の
開
始
。
ま
ず
は

運
転
免
許
証
の
返
納
で
す
。
今
年
来
年

は
無
理
と
し
て
も
そ
の
時
期
を
決
め
て

公
表
し
、
家
族
を
安
心
さ
せ
た
い
。

　楽
し
い
方
で
は
、
ほ
そ
ぼ
そ
続
け
て

い
る
ゴ
ル
フ
で
エ
ン
ジ
シ
ュ
ー
ト
の
達

成
で
す
。
こ
れ
ま
で
全
く
縁
は
な
い
と

決
め
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
歳
と
と
も

に
意
欲
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

　県
北
年
金
協
会
の
役
員
と
し
て
、「
会

運
営
の
改
革
」
を
早
急
に
完
成
さ
せ
、
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
も
目
先
の
課
題
で
す
。

こ
の
と
こ
ろ
自
業
自
得
で
意
気
の
上
が

ら
な
い
日
々
、「
五
黄
の
寅
」
年
に
因
み

元
気
を
取
り
戻
す
年
に
し
た
い
。

北
茨
城
市
磯
原
町

　目
幡

　利
子

　

好
奇
心
を
忘
れ
ず
に

日
立
市
白
銀
町

　荻
野

　常
美

　

夢
を
目
指
し
て

日
立
市
石
名
坂
町

　齋
藤

　實
則

　

寅
年 

令
和
四
年
の
抱
負

日
立
市
十
王
町

　濱
島

　民
治

　

人
生
百
年
時
代
を
有
意
義
に
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　コ
ロ
ナ
非
常
事
態
宣
言
に
よ
り
、
約

一
ヶ
月
遅
れ
の
10
月
25
日
に
会
津
方
面

へ
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　参
加
人
員
41
名
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

中
郷
店
を
６
時
30
分
に
出
発
し
、
最
初

に
目
的
地
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
鳥
追
い

観
音
に
到
着
、
参
拝
し
た
後
、
次
の
目

的
地
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
で
は
リ
ン
ゴ
狩

り
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
の

都
合
上
、
試
食
と
買
い
物
の
み
に
な
っ

て
し
ま
い
少
々
残
念
。
次
に
訪
れ
た
「
ま

ん
ま
ー
じ
ゃ
」
と
言
う
名
の
直
売
所
、
こ

こ
で
は
皆
さ
ん
、
バ
ス
の
ト
ラ
ン
ク
が

満
杯
に
な
る
ほ
ど
、
野
菜
や
米
、
お
土

産
等
を
買
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
次
に
会

津
若
松
の
鶴
ヶ
城
で
昼
食
を
取
り
、
最

後
の
目
的
地
大
内
宿
へ
、
大
内
宿
で
は

紅
葉
を
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
残
念

な
が
ら
見

ご
ろ
と
は

言
え
ず
色

づ
き
始
め

た
と
い
っ

た
と
こ
ろ

で
し
た
。  

し
か
し
皆

さ
ん
、
思

い
思
い
に

周
辺
を
散

策
し
楽
し

第
９
回
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　
　
　
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

実
施
日

　11
月
11
日
（
木
）

場

　所

　諏
訪
ス
ポ
ー
ツ
広
場

参
加
者

　50
名

支 

部 

行 

事 

報 

告

本 

部 

行 

事 

報 

告

日

　時

　11
月
１
日
（
月
）

場

　所

　湯
遊
ラ
ン
ド 

は
な
わ

参
加
者

　18
名

　11
月
１
日
（
月
）
日
立
南
支
部
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
減
少
状
況
を
み
て
「
入
浴
と
昼

食
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
18
名
と
少
し

少
な
か
っ

た
の
で
す

が
、
真
っ

赤
な
紅
葉

が
山
々
を

染
め
た
美

し
い
秋
の

一
日
で
し

た
。
ダ
リ

ヤ
祭
り
は

前
日
で
終

了
し
ま
し

た
が
、
ま

だ
残
っ
て

い
る
花
を

楽
し
む
こ
と
が
出
来
、
久
し
ぶ
り
の
温

泉
も
楽
し
め
て
命
の
洗
濯
が
出
来
た
一

日
で
し
た
。

湯
遊
ラ
ン
ド 

は
な
わ

　
　
　入
浴
と
昼
食
会

湯
遊
ラ
ン
ド 

は
な
わ

　
　
　入
浴
と
昼
食
会

優勝者

男子　大西　貞彦さん

女子　増子ふじ子さん

優勝者　

岩佐　政一さん

第
42
回
ゴ
ル
フ
大
会

実
施
日

　10
月
７
日
（
木
）

場

　所

　ザ
・
オ
ー
シ
ャ
ン

　
　
　
　
　
　
　ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

参
加
者

　62
名

ま
れ
、
そ
の
後
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　今
回
は
全
員
マ
ス
ク
を
付
け
て
の
バ

ス
旅
行
で
し
た
が
、
天
候
に
も
め
ぐ
ま
れ
、

楽
し
い
一
日
を
満
喫
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会（
20
回
）

実
施
日

　令
和
３
年
11
月
15
日
（
月
）

場

　所

　

　サ
ン
ス
ポ
ー
ツ

　ラ
ン
ド
高
萩

参
加
者

　76
名

優
勝
者

　

男
子　山

崎
光
夫
さ
ん

女
性　石

澤
住
子
さ
ん

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

日

　時

　10
月
５
日
（
火
）

場

　所

　坂
下
グ
ラ
ン
ド

参
加
者

　70
名

優勝者

男子の部　中村　静夫さん

女子の部　斎藤　洋子さん

　　　　　（石団げんき会）

高
萩
・
十
王
支
部

日
立
南
支
部

北
茨
城
支
部
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〈
北
茨
城
市
〉

平
潟

　鈴
木
幸
子

　岩
井
ツ
ネ
子

大
津

　津
田
繁
夫

関
本

　赤
津
嘉
彦

　古
川
節
子

華
川

　渡
部
憲
子

磯
原

　水
竹
和
代
子

　三
浦
米
治

　瀬
戸
力

中
郷

　加
藤
勲

　近
藤
貞
行

〈
高
萩
市
〉

下
手
綱

　根
本
五
郎

高
戸

　落
合
忍

本　

佐
藤
ぬ
い
子

安
良
川

　児
玉
進

〈
日
立
市
〉

小
木
津

　増
子
安
男

相
田

　藤
田
二
郎

日
高

　古
館
英
男

田
尻

　永
山
君
栄

滑
川

　増
子
和
代

滑
川
本

　田
尻
正
重

本
宮

　栗
田
益
行

白
銀

　星
一
治

弁
天

　相
澤
よ
ね

助
川

　志
田
ア
エ

会
瀬

　猪
狩
茂
子

西
成
沢

　斉
藤
富
美
子

鮎
川

　磯
野
彪

諏
訪

　鈴
木
幸
子

　小
澤
徳
子

東
多
賀

　横
山
つ
や
子

　山
本
久
雄

金
沢

　東
谷
君
雄

　三
浦
昭
二

塙
山

　下
山
勝
雄

　小
林
忠
夫

東
大
沼

　和
田
キ
ミ
子

　伊
藤
武
重

水
木

　平
根
義
章

大
み
か

　山
中
明
雄

久
慈

　大
場
義

　白
石
つ
や
子

〈
常
陸
太
田
市
〉

中
染

　吉
澤
正

〈
高
萩
市
〉

島
名

　長
谷
川
秀
則

〈
日
立
市
〉

十
王

　横
堀
サ
ヨ

川
尻

　立
原
寿
美
子

西
成
沢

　関
水
平

＊
９
月
号
で
米
寿
祝
い
の
記
載
漏
れ
が
あ
り

　ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
ま
す
。

　米
寿
祝
い
（
３
月
〜
７
月
）
助
川
貞
夫
さ
ん

（8～10月）
4名

入  
会

「
ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

祝
米
寿

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
（8～10月）
43名

やっぱりおいしい手作りの味やっぱりおいしい手作りの味

赤飯 もち おにぎり

のりまき お米やまがた屋
〒317－0064　
日立市神峰町4－11－3

電　話 0294－21－0028　　ＦＡＸ 0294－21－0889
www.onigiriya.co.jp　休日  毎週木曜、第2,4水曜休日  毎週木曜、第2,4水曜

〒316-0004  日立市東多賀町4－11－7
Ｅ-mail：taisei-p@titan.ocn.ne.jp

☎0294-36-1837

デザインから製本まで
トータルサポート！

株式会社株式会社
  印刷の

ことなら何でも
ご相談ください！

・・・and more

　       ・ポスター ・チラシ

         ・会社案内

  ・報告書

・記念誌

・機関紙

・情報誌

・会報

・包装紙

・伝票類 

 ・名刺・封筒

  ・パンフレット

       ・リーフレット ・PDF 制作

・・・and more

　       デザイン 印刷 製本
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支
部
行
事
予
定

日
立
北
支
部

　　　　　　10：00～17：00予定　＊受付 9：30
2.場　　所 ： ゆうゆう十王・Jホール会館  0294-39-7111
3.出 演 費 ： 1曲　2,000円（弁当・お茶は別売500円）
4.募集人員 ： 先着80組
5.募集期間 ： 12月18日～1月22日
6.入 場 費 ： 無料

7.コロナ対策 ： 

8.応募方法 ： メール・FAXまたは郵送

氏　　名
電話番号
人　　数
演　　目
曲　　名
歌 手 名
追加弁当

第7回
　新春芸能祭のご案内

＊皆さん、友達をお誘い参加をお願い致します。大抽選会を準備しております。＊皆さん、友達をお誘い参加をお願い致します。大抽選会を準備しております。

入場の際はマスクの着用、検温、手の消毒、会場内の間隔確保及びカードに
『氏名』『住所』『電話番号』を記入願います。また、当日、発熱など体調不良の
方は参加をご遠慮願います。

入場の際はマスクの着用、検温、手の消毒、会場内の間隔確保及びカードに
『氏名』『住所』『電話番号』を記入願います。また、当日、発熱など体調不良の
方は参加をご遠慮願います。

◆
福
祉
講
座
開
催

　地
域
で
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
続
け

る
た
め
、
高
齢
者
の
災
害
対
策
と
そ
の
た
め

の
支
援
体
制
の
強
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
急

務
の
課
題
で
す
。
本
講
座
は
「
災
害
弱
者
支

援
対
策
」「
家
族
の
役
割
・
地
域
の
役
割
」
に

つ
い
て
の
講
話
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

　
　時

　２
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
　13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場

　
　所

　高
萩
中
央
公
民
館

申

　
　込

　３
年
12
月
21
日
〜

　
　
　
　
　４
年
１
月
29
日

参

加

費

　無
料

講
座
内
容

　「
高
齢
者
の
災
害
対
策
」

講

　
　師

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県

　
　
　
　
　防
災
士
会

　井
上
亮
二

第
８
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

開

催

日

　２
月
15
日
（
火
）

予

備

日

　２
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　受
付
８
時
30
分 

開
始
９
時
予
定

場

　
　所

　折
笠
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
３
Ｒ
）

募

　
　集

　１
２
０
名

参

加

費

　３
０
０
円

申

込

み

　１
月
７
日
（
金
）〜

　
　
　
　
　１
月
31
日
（
月
）

申

込

先

　年
金
協
会
又
は
支
部
女
性
委
員
へ

＊
出
来
る
だ
け
グ
ル
ー
プ
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

本
部
行
事
予
定

第
13
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

実

施

日

　３
月
17
日
（
木
）

予

備

日

　３
月
24
日
（
木
）

場

　
　所

　折
笠
ス
ポ
ー
ツ
広
場

受

　
　付

　９
時
30
分
〜

参

加

費

　３
０
０
円
（
昼
食
・
各
自
持
参
）

申
込
期
間

　１
月
７
日
（
金
）〜

　
　
　
　
　１
月
31
日
（
月
）

申

込

先

　小
野
支
部
長

　
　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）（
４
２
）
４
０
７
８

支
部
委
員
交
流
会
中
止
の
お
知
ら
せ

　２
月
１
日
（
火
）
開
催
予
定
の
支
部
委
員
交

流
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状

況
か
ら
中
止
と
し
ま
す
。

第
23
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

実

施

日

　３
月
７
日
（
月
）

場

　
　所

　折
笠
ス
ポ
ー
ツ
広
場

参

加

費

　３
０
０
円

募
集
期
間

　１
月
24
日
〜
２
月
18
日

申

込

先

　藤
田

　昌
弘

　
　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）（
３
５
）
２
４
８
３

日
帰
り
バ
ス
旅
行

日

　
　時

　２
月
25
日
（
金
）
８
時

　

　
　
　
　
　上
の
内
バ
ス
停
出
発

行

　
　先

　鹿
島
神
宮⇒

Ｊ
Ａ
旭
グ
リ
ー
ン

　
　
　
　
　直
売
所⇒

大
洗
磯
前
神
社

参

加

費

　５
、
０
０
０
円
（
昼
食
＆
バ
ス
内

　
　
　
　
　飲
酒
・
つ
ま
み
付
き
）

募
集
人
員

　先
着
40
名

　
　
　
　
　締
め
切
り  

１
月
31
日
（
月
）

申
込
先

　井
上
理
事：

０
９
０－

４
７
３
２－

８
３
５
２

　
　
　
　白
土
理
事：

０
２
９
４－

３
４－

５
１
７
４

　
　
　
　保
志
理
事：

０
９
０－

３
１
０
２－

３
０
１
５

　
　
　
　渋
谷
理
事：

０
９
０－

５
８
０
１－

１
５
８
８

神
峰
公
園

　
郷
土
博
物
館
・
　
田
記
念
館
等
観
覧

日

　
　時

　３
月
26
日
（
土
）
９
時
〜
15
時

集
合
場
所

　神
峰
公
園
入
口
「
日
立
郷
土
博
物
館
」
前

参

加

費

　５
０
０
円
（
昼
食
代
）

募
集
人
員

　先
着
30
名
締
め
切
り  

２
月
末
日

申

込

先

　日
帰
り
バ
ス
旅
行
と
同
じ

支
部
委
員
研
修
会

期

　
　日

　２
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　
　９
時
45
分
〜
12
時

場

　
　所

　日
立
久
慈
川
南
交
流
セ
ン
タ
ー

参

加

費

　無
料
（
昼
食
付
）

講

演

会

　日
立
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
高
齢
者
が
陥
り
や
す
い
売
買

　
　
　
　
　契
約
ト
ラ
ベ
ル
」
に
つ
い
て

日
立
西
支
部

日
立
中
支
部

日
立
南
支
部

女
性
委
員
会
行
事
計
画
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　私
は
、

定
年
後
、

地
域
の

自
警
団

に
入
り

10
年
が

た
ち
ま

し
た
。  

活
動
の

ひ
と
つ

に
は
、
毎
朝
通
学
路
で
学
童
の
見
守
り

を
し
て
い
ま
す
。
幹
線
道
路
が
、
朝
渋

滞
す
る
の
で
、
抜
け
道
と
し
て
団
地
内

を
ス
ピ
ー
ド
出
し
て
通
過
す
る
車
、
狭

い
道
を
我
先
に
入
る
車
に
は
、
怖
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
各
地
で
通
学
路
で
の

痛
ま
し
い
交
通
事
故
を
聞
く
た
び
に
、

い
か
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大

事
と
痛
感
し
ま
す
。
少
子
化
で
年
々
子

供
は
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
交
通
事
故
か
ら
子
供
達
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ふ
た
つ
に
は
、
活
動
区
域
に
あ
る
の

ぼ
り
旗
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」
の

管
理
を
し
て
い
ま
す
。
旗
は
、
犯
罪
の

抑
止
効
果
に
有
効
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
天
気
予
報
を
見
な
が
ら
台
風

や
強
風
の
時
は
、
事
前
に
撤
去
を
し
て

破
損
し
な
い
よ
う
注
意
を
払
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
生
活

に
メ
リ
ハ
リ
が
生
ま
れ
健
康
維
持
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
皆
さ
ん

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
自

然
と
互
い
に
協
力
し
助
け
合
う
共
助
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

安
全
、
安
心
に
少
し
で
も
協
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　何
時
の
間
に
か
九
十
一
才
、
我
な
が

ら
び
っ
く
り
で
す
。
そ
の
年
月
を
辿
れ

ば
小
学
校
時
代
に
戦
争
を
体
験
、
女
学

校
で
終
戦
、
卒
業
後
和
裁
洋
裁
を
身
に

つ
け
、
縁
あ
っ
て
金
沢
町
の
農
家
に
嫁

つ
ぎ
、
な
れ
な
い
仕
事
に
四
苦
八
苦
の

つ
ら
い
日
々
を
送
り
な
が
ら
、
子
育
て

や
両
親
を
看
と
り
ま
し
た
。
婦
人
会
の

会
長
と
し
て
社
会
活
動
に
貢
献
し
、
見

聞
を
広
め
大
勢
の
仲
間
と
出
会
い
、
旅

行
等
も
楽
し
み
ま
し
た
。
又
、
民
生
委

員
と
し
て
十
八
年
、
忘
れ
も
し
な
い
孤

独
な
老
人
の
死
を
、
社
協
の
方
と
淋
し

く
荼
昆
に
伏
し
た
暗
い
思
い
出
等
々
。

今
は
社
会
、
生
活
が
変
わ
り
ま
し
た
が

屋
敷
内
の
畑
で
、
新
鮮
な
野
菜
を
育
て

満
足
し
て
い
ま
す
。
合
間
に
趣
味
の
手
芸
、

干
支
の
木
目
込
や
額
入
り
の
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
を
手
掛
け
、
又
健
康
の
為
に
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
誘
わ
れ
、
体
を

動
か
す
日
常
で
す
。

　こ
れ
が
私
の
歩
ん
だ
年
月
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
体
の
許
す
限

り
続
け
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

私
の
歩
ん
で
来
た
年
月

日
立
市
金
沢
町

　鴨
志
田 

京
子

▼
光
陰
矢

の
ご
と
し
、

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
始
ま
っ
た
大
変
な

一
年
で
し
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
負

の
遺
産
が
す
ご
い
ら
し
い
が
、無
事

終
わ
っ
た
。衆
議
院
選
挙
も
こ
れ
ま

で
通
り
自
民
党
が
政
権
を
取
り
、給

付
金
の
事
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
の
内
容
が
決
ま
っ
た
様
だ
。

新
議
員
は
、新
た
な
気
持
ち
で
国
民

の
為
に
汗
を
流
し
て
ほ
し
い
も
の

だ
。▼
余
談
に
成
る
が
、新
庄
ビ
ッ
ク

ボ
ス
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。プ
ロ

野
球
フ
ァ
ン
の
私
と
し
て
は
、ど
の

様
な
采
配
を
振
る
う
の
か
楽
し
み

だ
。▼
会
員
の
皆
様
に
は
、ご
迷
惑
を

か
け
て
お
り
ま
す
が
三
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
も
始
ま
り
ま
す
。今
年
度
こ

そ
は
、元
気
な
お
顔
が
色
々
な
行
事

を
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
と
思
っ

て
い
ま
す
。最
後
に
成
り
ま
し
た
が
、

今
年
が
良
い
お
年
に
な
り
ま
す
様

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

 

（
山
﨑
正
子
）

皆さま、会員証を使ったことがありますか。
◆会員優待施設の一例◆
①勿来温泉関の湯：入館料2,000円⇒1,030円
②湯遊ランドはなわ：入館料800円⇒350円
③竜ちゃん乃湯：
　入浴料の100円割引
④ザ・オーシャンゴルフ：
　プレー費500円割引

情報と く と く会員の

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

日
立
市
相
田
町

　鈴
木

　勝
義


